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議長・副議長あいさつ

議会だより 2

　去る４月に改選され、５月７日の臨時議会において議長に就任しました。

　今、高原町には多くの難問が山積しています。

　少子高齢化、人口減少、医療費の高騰、各種産業の後継者不足、庁舎の耐

震化、町立病院の慢性的な赤字等々・・・・

　いかにして、高原町を活性化させ、魅力ある高原町の構築に向けて議会も

執行部も真剣に取り組まなくてはならないと日々考えています。

　６月定例会の初日には約５０名の傍聴者が来てくださいました。

　また、一般質問も６人（新人３人含む）の議員から町長と執行部に対して

政策等について活発に討論されました。

　近年では、一番多い傍聴者であり、一般質問者も一番多かったと思います。

　後日、宮崎日日新聞（６月８日「べぶん舌」より引用）にはこのような記

事が載りました。

　『傍聴者の熱気は議員や執行部にも影響を与え登壇した議員に感想を聞く

と「背中を押してもらっているような感覚。」初めて傍聴したという女性か

らは「身近な話題を真剣に議論する様子に感動した。また来てみたい。」』　

傍聴に来られた皆さん、ありがとうございました。

　高原町議会は平成２６年３月に議会基本条例を制定し、町民の皆様との対

話を重視し、意見を聞きそれを町政に反映させる議会をめざしています。

　３月議会では、高原町民の平均寿命や健康寿命が、全国や県平均より下回

っていることから、議員発議による「高原町健康づくり推進条例」を制定し

ました。

　今後も、町民の皆様のご意見をお聞きするため議会報告会や意見交換会を

開催いたします。

　ぜひ、町民の皆様に会場にお越しいただき、ご意見を賜りたいと思います。

　５月７日の臨時議会において、副議長に就任しました。その責務の重さに

身が引き締まる思いです。議長の補佐役として町政の推進及び議会の公正か

つ円滑な運営にこれまでの経験を生かし、責任と役割を自分らしく精一杯果

たして参りたいと思います。

　さて、本町を取り巻く環境は毎年変化しております。厳しい財政状況の中、

農林・商工業への振興対策、災害対策、福祉対策、少子高齢化対策など重要

な課題が山積しており、これらの課題解決のために二元代表制の一翼を担う

議会の果たすべき役割がますます重要になって参ります。

　執行部と議会は、車の両輪にたとえられますように、執行部と議論しなが

ら知恵を出し合い、住み良いまちづくりに取り組んで参ります。

　今後とも、皆様の温かいご支援ご指導をお願い申し上げます。

議　長
温 谷　文 雄

副議長
松 元　茂 春
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委委 会会員員 等の構成等の構成

松　元　茂　春

一般会計予算・決算常任委員会

委員長

委　員

副委員長 入　佐　廣　登

全議員で構成

霧島美化センター事務組合

委　員

委　員

委　員 温　水　宜　昭

福　澤　卓　志

末　永　　　充 監査委員

高原町監査委員

陣　　　圭　介

文教厚生常任委員会

委員長

副委員長

温　水　宜　昭

松　元　茂　春

福　澤　卓　志

委　員

陣　　　圭　介委　員

前　原　淳　一

委　員

西諸広域行政事務組合

委　員

監査委員

委　員

反　田　吉　已

入　佐　廣　登

中　村　　　昇

反　田　吉　已

議会運営委員会

委員長

副委員長

委　員

委　員

松　元　茂　春委　員

入　佐　廣　登

温　水　宜　昭

福　澤　卓　志

中　村　　　昇

総務経済常任委員会

委員長

副委員長

温　谷　文　雄

委　員

反　田　吉　已

委　員

入　佐　廣　登

末　永　　　充

委　員

議会だより編集委員会

議会だより編集委員会議会だより編集委員会

委員長

副委員長

委　員

委　員

入　佐　廣　登

福　澤　卓　志

前　原　淳　一

末　永　　　充

都市計画審議会

委　員

委　員

委　員

委　員

反　田　吉　已

入　佐　廣　登

中　村　　　昇

末　永　　　充

※常任委員会は、議会の予備的審査機関であって、合理的・能率的に調査し、審議するためには、

　部門別に委員会を設け文科的に審議することが最も効率的であることから総務経済常任委員会・

　文教厚生常任委員会及び一般会計予算・決算常任委員会の３つの委員会を設置しております。    

【５月臨時議会】

　臨時議会が５月７日に開催されました。議長・副議長の選挙、各委員の選任があり

高原町議会委員会等の構成が行われました。

新

高原町議会高原町議会



議会だより 4

　令和元年６月議会は、６月５日から１１日までの７日間の日程

で開催されました。     

　今定例会は、報告１件、議案４件、陳情４件の合計９件が審議

されました。     

　うち、「一般会計補正予算（第１号）」は一般会計予算・決算

常任委員会での審査を経て、本会議で全体審議されました。

　そのほか、発議１件が審議されました。     

○総務費

　（総務管理費）

　地方創生推進交付金

　　　　・・・・・・・・・・・・・４２０万円（国庫・県支出金及び一般財源）

○民生費

　（社会福祉費）

　　プレミアム付商品券の発行事務費

　　　　・・・・・・・・・・・３５５万４千円（国庫支出金）

　（児童福祉費）

　　幼児教育・保育無償化に係るシステム改修費

　　　　・・・・・・・・・・・１８３万５千円（国庫支出金）

○衛生費

　（保健衛生費）

　　風しんの抗体検査及び予防接種に伴う費用

　　　　・・・・・・・・・・・・・２３１万円（国庫支出金及び一般財源）

○農林水産業費

　（農業費）

　　農業用ハウス強靱化緊急対策事業補助金

　　　　・・・・・・・・・・・１５８万１千円（県支出金及び一般財源）

　　需要に応える宮崎米生産体制整備事業補助金

　　　　・・・・・・・・・・・２０７万４千円（県支出金及び一般財源）

○商工費

　（商工費）

　　御池松の港野営場と御池皇子港の進入路整備

　　　　・・・・・・・・・５，９３２万６千円（県支出金及び町債・一般財源）

○教育費

　（小学校費）

　　高原小学校外壁改修工事と監理委託費

　　　　・・・・・・・・・３，１８４万４千円（国庫支出金及び町債・一般財源）

　（社会教育費）

　　下後川内自治公民館備品購入費

　　　　・・・・・・・・・・・・・２２０万円（一般コミュニティ助成事業助成金）

６
月
定
例
議
会

　
　
あ
ら
ま
し

６
月
定
例
議
会

　
　
あ
ら
ま
し
議案第３４号…令和元年度　高原町一般会計補正予算（第１号）の主な内容



議会だより5

一   

問

質

般

町
の
考
え
を
問
う

前原　淳一議員

7

ここが聞きたい　　　問＆答
問
　
町
立
病
院
に
対
す
る
町
民

の
声
に
つ
い
て
ど
う
受
け
止
め

て
い
る
か
。

答　
病
院
運
営
に
お
い
て
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。
医
師
を
は

じ
め
全
ス
タ
ッ
フ
が
真
摯
に
受

け
止
め
、
信
頼
関
係
の
構
築
に

努
め
る
。

問　
検
討
会
議
に
お
い
て
は
町

民
代
表
を
交
え
て
行
う
べ
き
で

は
。

答　
町
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら

町
立
病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て

町
立
病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て

協
議
を
し
て
い
く
。

問　
患
者
減
少
な
ど
原
因
究
明

の
た
め
の
協
議
は
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答　
病
院
に
お
い
て
高
原
病
院

経
営
管
理
会
議
を
設
置
し
月
一

回
経
営
分
析
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
平
成
31
年
４
月

よ
り
病
院
の
あ
る
べ
き
姿
の
検

討
を
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
将

来
の
選
択
肢
に
つ
い
て
の
検
討

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
医
師
募
集
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
成
果
を
上

げ
て
い
る
。

答
　
参
考
に
し
て
い
く
。

問
　
医
薬
品
の
価
格
交
渉
に
問

題
は
な
い
か
。

答
　
５
％
か
ら
50
％
の
値
引
き

で
仕
入
れ
て
い
る
。

○
特
定
健
診
に
つ
い
て

問　
目
的
を
拡
大
し
血
液
検
査

を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
本
町
に
お
け
る
医
療
費
分

析
を
行
っ
た
上
で
慎
重
に
検
討

す
る
。

問　
膵
臓
等
の
消
化
器
系
、
子

宮
頸
が
ん
等
の
陽
性
率
は
70
％

で
あ
る
が
。

答　
全
国
で
実
施
し
て
い
る
の

は
７
市
町
村
と
少
数
で
あ
る
。

現
在
の
が
ん
検
診
等
も
踏
ま
え

総
合
的
に
判
断
し
、
協
議
し
て

い
く
。

○
高
齢
者
等
交
通
・
買
い
物
弱

者
対
策

問
　
身
体
障
害
者
が
利
用
す
る

バ
ス
停
に
椅
子
や
屋
根
を
。

答
　
宮
崎
交
通
で
は
設
置
の
予

定
は
な
い
。
設
置
に
は
４
ｍ
以

上
の
歩
道
と
バ
ス
進
入
ス
ペ
ー

ス
が
必
要
で
道
路
改
良
に
合
わ

せ
た
協
議
が
必
要
。
民
間
の
駐

車
場
等
活
用
で
き
る
施
設
等
が

な
い
か
調
査
し
て
い
く
。

問
　
小
回
り
の
き
く
車
で
、
ま

た
、
電
話
一
本
で
予
約
送
迎
を

し
て
く
れ
る
仕
組
み
作
り
を
。

答
　
現
在
の
公
共
交
通
シ
ス
テ

ム
に
は
多
く
の
改
善
点
が
あ
り
、

今
後
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
よ
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
用
も
含
め

検
討
し
、
住
民
の
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
整
備
し
て
い
く
。

空き病室状況



ここが聞きたい　　　問＆答

陣　　圭介議員

病
院
の
早
期
経
営
改
善
を
!

病
院
の
早
期
経
営
改
善
を
!
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○
子
育
て
支
援

問　
幼
保
無
償
化
に
伴
う
給
食

費
の
取
り
扱
い
は
？

答　
副
食
費
を
無
償
化
す
る
。

問　
子
ど
も
の
貧
困
に
関
す
る

実
態
調
査
に
つ
き
、
手
法
や
調

査
内
容
、
専
門
家
や
地
元
に
根

差
し
た
方
と
の
連
携
は
？

答　
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
、

学
校
経
由
で
行
い
、
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
の
委
員
を
中
心
に

要
対
協
の
専
門
機
関
の
方
と
連

携
す
る
。

オストメイト（人口肛門、人工膀胱）対応トイレ

○
病
院
経
営

問　
医
師
、
看
護
師
の
現
体
制

の
適
性
は
？

答　
常
勤
医
師
募
集
は
厳
し
い
。

経
営
改
善
の
専
門
家
と
、
病
院

の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し
始
め

た
。
将
来
の
選
択
肢
を
早
期
に

と
り
ま
と
め
る
。

問　
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
実

績
は
？

答　
年
間
１
２
０
名
。
う
ち
時

間
外
が
84
名
。

問　
受
け
入
れ
拒
否
が
あ
る
。

医
師
の
救
急
対
応
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
か
？

答　
確
認
し
、
分
析
す
る
。

問　
非
常
勤
医
師
勤
務
に
よ
る

各
種
数
値
は
？

答　
当
直
を
非
常
勤
医
師
で
賄

っ
た
日
数
74
日
。
１
日
の
平
均

報
酬
14
万
１
，
８
２
３
円
、
常

勤
換
算
10
万
１
，
６
７
７
円
。

勤
務
日
数
の
べ
３
１
６
日
。
人

件
費
等
の
費
用
の
合
計
１
億
３
，

１
９
９
万
５
，
４
１
５
円
。

問　
医
師
の
勤
怠
は
町
長
自
身

把
握
で
き
て
い
る
か
？

答　
細
か
い
状
況
ま
で
把
握
し

て
い
な
い
。
面
談
で
話
を
聞
く

程
度
。

問　
看
護
師
の
入
院
部
門
に
お

け
る
新
規
採
用
の
必
要
性
は
？

答　
72
時
間
ル
ー
ル
の
ク
リ
ア

に
は
24
名
の
夜
勤
で
き
る
看
護

師
が
必
要
。
現
在
31
名
中
27
名

の
体
制
。

（
意
見
）人
員
補
充
は
業
務
改
善

を
し
尽
く
し
た
上
で
の
問
題
。

安
易
に
72
時
間
ル
ー
ル
を
持
ち

出
す
べ
き
で
は
な
い
。

○
環
境
保
全

問　
紙
オ
ム
ツ
の
保
育
施
設
か

ら
の
持
ち
帰
り
は
保
護
者
に
は

負
担
。
処
分
費
用
助
成
等
の
考

え
は
？

答　
現
時
点
で
は
、
公
費
負
担

は
難
し
い
。

○
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ

問　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ

レ
は
、
町
内
に
３
箇
所
し
か
な

い
。
洗
浄
器
具
等
を
備
え
た
ト

イ
レ
を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　
公
共
施
設
に
段
階
的
に
オ

ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
を
設

置
す
る
。
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福澤　卓志議員

ここが聞きたい　　　問＆答

り
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
も
柔
軟
な
対
応
を
行
っ

て
き
た
。
今
後
も
就
学
相
談
に

対
応
し
て
い
く
。

問　
２
０
２
０
年
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
の
実
施
に
伴
う
本
町

の
教
育
環
境
（
Ｗ
ｉ－

Ｆ
ｉ
環

境
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
教
育
機

器
）
の
用
意
が
あ
る
か
。

答　
パ
ソ
コ
ン
及
び
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
の
更
新
時
期
に
あ
る
の
で
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
Ｗ
ｉ－
Ｆ
ｉ
環

境
の
整
備
等
を
進
め
て
い
く
。

学
校
教
育
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て

○
教
育
に
関
す
る
質
問

問　
複
式
学
級
に
対
す
る
対
応

は
。

答　
本
町
小
学
校
３
校
、
中
学

校
１
校
が
複
式
学
級
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
解
消
策
と
し
て
町

費
負
担
職
員
を
雇
用
し
、
各
学

年
に
１
人
担
任
を
置
く
単
式
の

授
業
を
行
う
な
ど
の
対
策
を
講

じ
て
い
る
。

○
通
学
区
域
に
つ
い
て

問　
通
学
区
域
の
見
直
し
及
び

規
制
緩
和
に
関
し
て
の
考
え
が

あ
る
か
。

答　
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ

○
空
き
家
町
営
住
宅
の
活
用
に

つ
い
て

問　
子
育
て
世
代
に
対
す
る
住

居
補
助
、
斡
旋
等
の
支
援
が
で

き
な
い
か
。

答　
公
営
住
宅
法
の
規
定
に
あ

る
住
宅
に
困
窮
す
る
低
所
得
者

の
居
住
の
安
定
と
社
会
福
祉
の

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
観
点
か
ら
、
子
育
て
世

代
へ
の
住
宅
補
助
や
斡
旋
等
は

難
し
い
。

○
町
立
病
院
の
経
営
に
関
し
て

問　
「
国
民
健
康
保
険
高
原
病

院
の
改
革
プ
ラ
ン
」
の
改
革
が

進
ん
で
い
る
か
。

答　
病
院
の
経
営
改
革
を
通
じ
、

町
民
に
必
要
な
医
療
提
供
体
制

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
持
続

可
能
な
病
院
経
営
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
い
く
。

問　
職
員
の
意
識
改
革
へ
の
取

り
組
み
は
。

答　
安
心
安
全
な
医
療
を
提
供

で
き
る
よ
う
院
内
に
各
種
委
員

会
を
設
置
し
て
お
り
、
勉
強
会

の
実
施
と
看
護
部
で
は
接
遇
・

倫
理
・
福
利
厚
生
委
員
会
を
設

置
し
、
適
正
な
職
場
環
境
の
保

持
に
努
め
て
い
る
。

○
危
険
交
差
点
の
改
良
に
つ
い

て問　
広
原
十
文
字
線
交
差
点
の

状
況
は
。

答　
現
在
、
「
理
想
的
な
交
差

点
改
良
計
画
案
」
を
作
成
中
で

あ
り
、
関
係
機
関
と
の
協
議
を

今
後
進
め
て
い
く
。

広原十文字線交差点



ここが聞きたい　　　問＆答

末永　　充議員

公
共
施
設
検
討
委
員
会
開
催
を
早
急
に
!

公
共
施
設
検
討
委
員
会
開
催
を
早
急
に
!
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〇
通
勤
・
通
学
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

問　
県
道
西
麓
小
林
線
と

町
道
二
葉
・
並
木
線
と
の

交
差
点
に
お
け
る
交
通
事

故
の
発
生
が
多
く
、
一
旦

停
止
違
反
者
も
多
い
。
安

全
対
策
を
ど
う
講
じ
て
い

く
の
か
。

道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
」
に

沿
っ
た
構
造
で
あ
る
の
か
。

答　
現
地
調
査
を
実
施
し
、
小

林
土
木
事
務
所
と
協
議
を
お
こ

な
う
。

〇
公
共
施
設
整
備
計
画
に
つ
い

て
　

問　
高
原
町
民
体
育
館
、
旧
高

原
中
学
校
体
育
館
は
、
施
設
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
今
後

の
方
向
性
は
。

答　
一
体
的
な
建
替
え
計
画
の

基
で
、
優
先
順
位
を
決
め
年
次

的
に
進
め
て
い
く
。
今
後
、
公

共
施
設
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

検
討
し
て
い
く
。

〇
宮
崎
国
体
に
つ
い
て

問　
２
０
２
６
年
に
第
81
回
国

民
体
育
大
会
が
宮
崎
県
で
開
催

さ
れ
る
。
高
原
町
で
は
、
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
種
目
が
開
催
さ
れ
る

計
画
で
あ
り
６
年
後
に
は
、
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
、
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

計
画
が
あ
る
。
具
体
的
対
策
を

ど
う
講
じ
て
い
く
の
か
。

答　
内
部
組
織
体
制
の
強
化
や

国
・
県
の
関
係
機
関
と
の
協
議

答　
現
地
調
査
を
行
い
危
険
性

が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
小

林
土
木
事
務
所
と
協
議
を
お
こ

な
う
。

〇
道
路
構
造
の
技
術
的
基
準
に

つ
い
て

問　
県
道
と
町
道
の
交
差
点
、

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
「
町県道西麓小林線と町道二葉・並木線の交差点

を
行
い
、
各
関
係
団
体
に
協
力

等
を
い
た
だ
き
な
が
ら
準
備
を

進
め
る
。

〇
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
計
画
に
つ
い

て問　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・

振
興
を
図
る
た
め
に
、
補
助
事

業
を
活
用
し
た
総
合
運
動
公
園

に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
設
置
の
考
え

は
な
い
か
？

答　
補
助
事
業
は
、
厳
し
い
状

況
で
あ
り
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
協

議
し
た
い
。
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中村　　昇議員

ここが聞きたい　　　問＆答

子
育
て
支
援
に
出
産
祝
い
金
を

子
育
て
支
援
に
出
産
祝
い
金
を

問　
本
町
で
は
子
ど
も
の
生
ま

れ
る
数
が
年
々
減
少
し
、
平
成

５
年
の
１
０
５
人
か
ら
平
成
29

年
に
は
41
人
と
な
っ
て
い
る
。

県
内
で
は
10
市
町
村
が
、
出
産

祝
い
金
を
支
給
し
て
い
る
。
本

町
で
も
少
子
化
対
策
と
し
て
出

産
祝
い
金
の
支
給
を
。

答　
他
の
支
援
策
と
併
せ
て
検

討
し
た
い
。

○
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
負
担

の
無
償
化
を

問　
本
町
と
同
じ
く
子
ど
も
医

療
費
を
中
学
卒
業
ま
で
助
成
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
綾
町
な
ど

６
市
町
村
が
窓
口
負
担
な
し
と

し
て
い
る
。
あ
る
自
治
体
の
子

ど
も
の
「
生
活
実
態
調
査
」
で

は
，
過
去
一
年
間
に
子
ど
も
を

医
療
機
関
に
受
診
さ
せ
た
方
が

よ
い
と
思
っ
た
が
、
実
際
に
は

受
診
さ
せ
な
か
っ
た
家
庭
の
う

ち
、
困
窮
家
庭
で
は
経
済
的
理

由
が
20
・
７
％
に
達
し
て
い
る

と
の
報
告
が
あ
る
。
生
活
に
困

窮
す
る
特
に
多
子
世
帯
な
ど
窓

口
負
担
は
重
い
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
窓
口
負
担
の
無
償
化
を
。

答　
他
の
支
援
策
と
併
せ
て
検

討
し
た
い
。

○
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
に
つ

い
て

問　
３
月
に
議
会
提
案
で
健
康

づ
く
り
推
進
条
例
が
可
決
さ
れ

た
。
そ
の
前
文
で
町
民
一
人
ひ

と
り
が
健
康
に
関
心
を
持
ち
、

積
極
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
む
な
ど
と
し
て
い
る
。
町
で

は
こ
の
条
例
制
定
を
受
け
て
、

町
民
自
ら
の
問
題
と
し
て
そ
の

自
覚
を
促
す
た
め
に
ど
の
よ
う

に
周
知
を
図
る
か
。

答　
看
板
を
活
用
し
、
視
覚
に

訴
え
た
周
知
を
図
り
た
い
。
ま

た
町
広
報
誌
の
ほ
ほ
え
み
館
通

信
欄
に
「
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
り
ま
し
ょ
う
」
等
の
標
語

を
掲
載
す
る
。

問　
ど
の
よ
う
に
町
民
の
健
康

づ
く
り
を
推
進
す
る
の
か
。

答　
現
在
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
・
介
護
分
野
に
お
い
て
自
殺

対
策
協
議
会
、
献
血
推
進
協
議

会
、
歯
科
保
健
推
進
協
議
会
、

国
保
運
営
協
議
会
、
西
諸
地
域

在
宅
医
療
介
護
連
携
推
進
協
議

会
を
設
け
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
検
討
を
重
ね
連
携
し

な
が
ら
一
体
と
な
っ
た
健
康
づ

く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

き
た
い
。

問　
「
健
康
づ
く
り
条
例
」
の

制
定
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
「
運
動
を
ほ
と
ん
ど
し
て

い
な
い
」
が
半
数
以
上
あ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
べ
き
で

は
。

答　
今
後
、
計
画
策
定
を
す
す

め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
推
進
に

努
め
る
。

○
高
齢
者
の
交
通
手
段
の
確
保

を問　
デ
マ
ン
ド
交
通
は
バ
ス
並

み
の
料
金
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用

で
き
る
こ
と
で
高
齢
化
が
進
む

過
疎
地
で
広
が
っ
て
い
る
。
町

内
で
も
一
部
運
行
さ
れ
て
い
る

が
、
町
内
全
域
で
デ
マ
ン
ド
交

通
を
。

答　
地
域
交
通
と
し
て
は
デ
マ

ン
ド
交
通
が
あ
っ
て
い
る
と
思

う
。
今
後
、
ど
う
い
う
方
法
が

良
い
の
か
検
討
す
る
。



ここが聞きたい　　　問＆答

温水　宜昭議員

幸
せ
を
実
感
で
き
る

　
　
町
づ
く
り
の
推
進
を
!

幸
せ
を
実
感
で
き
る

　
　
町
づ
く
り
の
推
進
を
!
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〇
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
町
長
の
た
か
は
る
再
生
構

想
に
対
す
る
自
己
評
価
と
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
。

答　
就
任
後
１
年
７
ヶ
月
が
経

過
し
て
い
る
が
、
再
生
構
想
に

係
る
自
分
の
評
価
及
び
進
捗
状

況
は
約
３
割
程
度
と
認
識
し
て

い
る
。
残
さ
れ
た
任
期
中
に
公

約
の
実
現
、
多
種
多
様
の
行
政

ニ
ー
ズ
が
叶
う
よ
う
努
力
し
て

い
く
。

○
自
然
災
害
等
が
予
想
さ
れ
る

不
測
の
事
態
に
備
え
た
緊
急
時

の
対
応
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
世

帯
や
障
が
い
を
も
っ
て
在
宅
し

て
い
る
要
配
慮
者
の
災
害
時
に

お
け
る
支
援
は
。

答　
高
原
町
避
難
行
動
要
支
援

者
支
援
制
度
実
施
要
綱
を
制
定

し
て
い
る
中
で
、
避
難
行
動
支

援
者
の
名
簿
も
作
成
し
て
お
り
、

地
域
住
民
や
自
主
防
災
組
織
、

民
生
・
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
と
の
協
力
体
制
を
構

築
し
支
援
し
て
い
く
。

問　
イ
ン
フ
ラ
復
旧
へ
の
町
内

業
者
の
対
応
等
に
つ
い
て
。

答　
本
町
は
、
民
間
の
各
種
協

会
や
業
者
、
又
は
広
域
で
の
連

携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
本
町

単
独
で
の
対
応
が
困
難
な
場
合

は
、
可
及
的
、
速
や
か
に
対
応

が
可
能
と
な
る
よ
う
準
備
し
て

い
る
。

問　
今
後
の
町
内
業
者
育
成
へ

の
課
題
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答　
各
産
業
に
お
い
て
、
高
齢

化
や
人
手
不
足
が
進
行
し
て
お

り
、
災
害
復
旧
を
担
う
町
内
建

設
等
業
者
の
減
少
を
食
い
止
め

る
た
め
に
も
国
や
県
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
支
援
を
し
て
い
く
。

○
県
道
有
水
・
高
原
線
の
今
後

の
整
備
計
画
に
つ
い
て

問　
県
道
有
水
・
高
原
線
の
改

良
が
一
部
進
ん
で
い
な
い
箇
所

が
あ
る
が
現
状
と
今
後
の
見
通

し
は
。

答　
県
道
有
水
・
高
原
線
の
改

良
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度

か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
７
ヶ

年
で
、
総
事
業
と
し
て
３
億
５

千
万
円
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
上
後
川
内
納
骨
堂
前
の

一
部
区
間
が
整
備
途
中
で
あ
る

が
、
地
域
住
民
の
交
通
安
全
確

保
の
た
め
、
早
期
完
成
に
向
け

て
小
林
土
木
事
務
所
と
協
議
す

る
。

県道有水・高原線
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令和元年　第３回定例会議議決結果

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

報　  告

第 １ 号

議　  案

第 32 号

議　  案

第 35 号

発　  議

第 ８ 号

平成３０年度高原町一般会計予算繰越明許費繰越計算

書について

議　  案

第 33 号
高原町介護保険条例の一部を改正する条例

−−−−−−−−−−

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○●●●○

−○○○○○○○●○

報
　
告

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

議案番号 件　　　　　　名
議決

結果

国民健康保険税条例の一部を改正する条例

新たな過疎対策法の制定に関する意見書（案）について

令和元年度高原町介護保険事業特別会計補正予算

（第１号）

議　  案

第 34 号
令和元年度高原町一般会計補正予算（第１号）

令和元年　第２回臨時会議議決結果

承　  認

第 １ 号

承　  認

第 ２ 号

同　  意

第 ５ 号

専決処分について（専決第１号）

高原町税条例等の一部を改正する条例

承　  認

第 ３ 号

専決処分について（専決第３号）

国民健康保険税条例の一部を改正する条例

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○除○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○
承
　
認

承
　
認
　

承
　
認

同
　
意

承
　
認

議案番号 件　　　　　　名
議決

結果

⑧ 

福 

澤
　
卓 

志

③ 

前 

原
　
淳 
一

⑥ 
入 
佐
　
廣 

登

④ 

中 

村 
　   

昇

⑤ 

反 
田
　
吉 

已

① 

末 

永
　
　 

充

② 

陣    

　
圭 
介

⑨ 

松 

元
　
茂 

春

⑦ 
温 

水
　
宜 

昭

⑩ 

温 

谷
　
文 

雄

⑧ 

福 

澤
　
卓 

志

③ 

前 

原
　
淳 

一

⑥ 

入 

佐
　
廣 

登

④ 

中 

村 

　   

昇

⑤ 

反 

田
　
吉 

已

① 

末 

永
　
　 

充

② 

陣    

　
圭 

介

⑨ 

松 

元
　
茂 

春

⑦ 

温 

水
　
宜 

昭

⑩ 

温 

谷
　
文 

雄

専決処分について（専決第２号）
高原町企業立地促進のための固定資産税の課税の特例
に関する条例の一部を改正する条例

監査委員の選任について

承　  認

第 ４ 号

専決処分について（専決第４号）

平成３０年度高原町一般会計補正予算（第９号）
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は
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高
原
総
合
運
動
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場

に
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
さ
れ
て
い

る
﹁
た
か
は
る
ヘ
ル
ス
﹂
を
紹
介
し
ま

す
。
毎
週
月
・
金
曜
日
の
２
回
健
康
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
５
班
の
当
番

制
で
準
備
と
東
屋
、
ト
イ
レ
の
掃
除
を

行
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
全
員
で
ラ
ジ
オ

体
操
を
実
施
し
、
試
合
形
式
で
約
２
時

間
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
休
憩
時
に
は
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

世
間
話
が
は
ず
み
ま
す
。
63
歳
〜
92
歳

31
名
の
方
々
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

　
地
域
で
の
﹁
い
き
い
き
百
歳
体
操
﹂

は
、
高
原
町
内
で
23
地
区
ほ
ど
あ
り
ま

す
。
個
人
の
家
で
実
施
さ
れ
て
い
る
地

域
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
上
麓
区
の
入
佐
典
子
さ
ん
宅
で
は
、

12
名
の
方
々
が
毎
週
火
曜
日
に
﹁
生
き

生
き
体
操
、
か
み
か
み
体
操
﹂
が
和
や

か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
均
年
齢
77
歳
、
い
つ
ま
で
も
元
気

で
と
願
う
気
持
ち
に
な
る
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
認
知
症
予
防
と
し
て
、
体

操
や
趣
味
を
楽
し
む
﹁
通
い
の
場
﹂
を

﹁
共
生
﹂
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

◇
６
月
町
議
会
一
般
質
問
は
、

約
50
人
の
町
民
の
方
々
が
傍
聴

さ
れ
、
傍
聴
席
か
ら
の
熱
気
が

伝
わ
る
中
で
開
会
い
た
し
ま
し

た
。
◇
新
時
代
の
幕
開
け
﹁
令

和
﹂
の
意
味
は
、
人
々
が
美
し

く
心
寄
せ
合
う
中
で
文
化
が
生

ま
れ
育
つ
梅
の
花
の
よ
う
に
、

日
本
人
が
明
日
へ
の
希
望
を
咲

か
せ
る
国
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

と
万
葉
集
の
歌
か
ら
と
り
入
れ

ら
れ
て
ま
す
。
◇
町
民
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
時
代
に
な
る

こ
と
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

一
躍
を
担
う
議
会
と
し
て
全
力

投
球
い
た
し
ま
す
。
◇
町
民
の

皆
様
に
﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
が
親

し
ま
れ
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
も
の
に
な
る
よ
う
に
編
集

委
員
一
同
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
末
永
　
充

　 編
集
後
記

いきいき百歳体操

グラウンドゴルフ「たかはるヘルス」
はじめよう、まずは体を動かすことから…

シリーズ①

　平成３１年３月の定例会にて「高原町健康づくり推進条例」
が制定されました。
　町民が健康であることが、まちづくりの基本です。 

づくり推進!
いつまでも たのしく みんなで健康に

■
発
行
日
／
令
和
元
年
７
月
　
日 

■
発
行
／
高
原
町
議
会 

■
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
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